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○ 総 務 省 令 第    号  

 電 波 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 三 十 一 号 ） 第 三 十 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、 及 び 同 法 を 実 施 す る た め 無

線 設 備 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 を 次 の よ う に 定 め る 。  

  令 和   年   月   日  

                                総 務 大 臣  村 上 誠 一 郎  

無 線 設 備 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令  

無 線 設 備 規 則 （ 昭 和 二 十 五 年 電 波 監 理 委 員 会 規 則 第 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 （ 下 線 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ

部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 の よ う に 改 め 、

改 正 後 欄 に 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重 傍 線 （ 二 重 下 線 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） を 付 し た 規 定 （ 以 下 「 対

象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 こ れ を 加 え る 。  

  



二 

  改   正  後  改  正  前 
目 次 

［ 第 一 章 ～ 第 三 章 略 ］ 

第 四 章 業 務 別 又 は 電 波 の 型 式 及 び 周 波 数 帯 別 に よ る 無 線 設 備 の 条 件 

［ 第 一 節 ～ 第 四 節 略 ］ 

第 四 節 の 二 海 洋 観 測 等 を 行 う 無 線 標 定 業 務 の 無 線 局 の 無 線 設 備 （ 第 四 十 九 条 の 四 の 二― 第

四 十 九 条 の 四 の 二 の 三 ） 

［ 第 四 節 の 二 の 二 ～ 第 九 節 略 ］ 

［ 第 五 章 略 ］ 

 附 則 

 

（ 空 中 線 電 力 の 許 容 偏 差 ） 

第 十 四 条 空 中 線 電 力 の 許 容 偏 差 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 送 信 設 備 の 区 別 に 従 い 、 そ れ ぞ れ 同

表 の 下 欄 に 掲 げ る と お り と す る 。 

 許  容  偏  差    

送    信    設    備 上 限 （ パ ー

セ ン ト ） 

下 限 （ パ ー

セ ン ト ）  

［ 一 ～ 五 略 ］ ［ 略 ］ ［ 略 ］ 

六  次 に 掲 げ る 送 信 設 備 

［ ㈠ ～ ㈢ 略 ］ 

㈣ 第 四 十 九 条 の 四 の 二 の 三 に 定 め る 無 線 局 の 送 信 設 備 

五 〇 五 〇 

［ 七 ～ 二 十 一 略 ］ ［ 略 ］ ［ 略 ］ 

［ ２ ～ ５ 略 ］ 

第 四 十 九 条 の 四 の 二 の 三 沿 岸 監 視 等 を 行 う 無 線 標 定 業 務 の 無 線 局 の 無 線 設 備 で あ つ て 、 九 、 七

〇 〇 ㎒ を 超 え 九 、 八 〇 〇 ㎒ 以 下 又 は 九 、 八 〇 〇 ㎒ を 超 え 九 、 九 〇 〇 ㎒ 以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 使

用 す る も の は 、 次 に 掲 げ る 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 

一  使 用 す る 電 波 の 型 式 は 、 次 の と お り で あ る こ と 。 

  イ 送 信 用 終 段 増 幅 器 に マ グ ネ ト ロ ン を 使 用 す る も の の 場 合 は 、 Ｐ 〇 Ｎ と す る 。 

  ロ 送 信 用 終 段 増 幅 器 に 半 導 体 素 子 を 使 用 す る も の の 場 合 は 、 Ｐ 〇 Ｎ 、 Ｑ 〇 Ｎ 又 は Ｖ 〇 Ｎ と

す る 。 

 二 空 中 線 電 力 は 、 次 の と お り で あ る こ と 。 

  イ 送 信 用 終 段 増 幅 器 に マ グ ネ ト ロ ン を 使 用 す る も の の 場 合 は 、 五 〇 キ ロ ワ ッ ト 以 下 と す

る 。 

  ロ 送 信 用 終 段 増 幅 器 に 半 導 体 素 子 を 使 用 す る も の の 場 合 は 、 七 〇 〇 ワ ッ ト 以 下 と す る 。 

 三 送 信 設 備 の 等 価 等 方 輻 射 電 力 は 、 次 の と お り で あ る こ と 。 

  イ 送 信 用 終 段 増 幅 器 に マ グ ネ ト ロ ン を 使 用 す る も の の 場 合 は 、 八 二 デ シ ベ ル （ 一 ワ ッ ト を

〇 デ シ ベ ル と す る 。 こ の 号 の ロ に お い て 同 じ 。 ） 以 下 と す る 。 

目 次 

［ 第 一 章 ～ 第 三 章 同 上 ］ 

第 四 章 ［ 同 上 ］ 

［ 第 一 節 ～ 第 四 節 同 上 ］ 

第 四 節 の 二 海 洋 観 測 等 を 行 う 無 線 標 定 業 務 の 無 線 局 の 無 線 設 備 （ 第 四 十 九 条 の 四 の 二 ・ 第

四 十 九 条 の 四 の 二 の 二 ） 

［ 第 四 節 の 二 の 二 ～ 第 九 節 同 上 ］ 

［ 第 五 章 同 上 ］ 

 附 則 

 

（ 空 中 線 電 力 の 許 容 偏 差 ） 

第 十 四 条 ［ 同 上 ］ 

 

 許  容  偏  差    

送    信    設    備 上 限 （ パ ー

セ ン ト ） 

下 限 （ パ ー

セ ン ト ）  

［ 一 ～ 五 同 上 ］ ［ 同 上 ］ ［ 同 上 ］ 

六  次 に 掲 げ る 送 信 設 備 

［ ㈠ ～ ㈢ 同 上 ］ 

［ 新 設 ］ 

五 〇 五 〇 

［ 七 ～ 二 十 一 同 上 ］ ［ 同 上 ］ ［ 同 上 ］ 

［ ２ ～ ５ 同 上 ］ 

［ 新 設 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



三 

ロ 送 信 用 終 段 増 幅 器 に 半 導 体 素 子 を 使 用 し 、 九 、 七 〇 〇 ㎒ を 超 え 九 、 八 〇 〇 ㎒ 以 下 の 周 波

数 の 電 波 を 使 用 す る も の の 場 合 は 、 五 八 デ シ ベ ル 以 下 と す る 。 
ハ 送 信 用 終 段 増 幅 器 に 半 導 体 素 子 を 使 用 し 、 九 、 八 〇 〇 ㎒ を 超 え 九 、 九 〇 〇 ㎒ 以 下 の 周 波

数 の 電 波 を 使 用 す る も の の 場 合 は 、 六 二 デ シ ベ ル 以 下 と す る 。 

四 パ ル ス 幅 は 、 次 の と お り で あ る こ と 。 

  イ 送 信 用 終 段 増 幅 器 に マ グ ネ ト ロ ン を 使 用 す る も の の 場 合 は 、 〇 ・ 一 マ イ ク ロ 秒 以 上 と す

る 。 

  ロ 送 信 用 終 段 増 幅 器 に 半 導 体 素 子 を 使 用 し 、 九 、 七 〇 〇 ㎒ を 超 え 九 、 八 〇 〇 ㎒ 以 下 の 周 波

数 の 電 波 を 使 用 す る も の の 場 合 、 Ｐ 〇 Ｎ 電 波 は 、 〇 ・ 一 六 マ イ ク ロ 秒 以 上 と し 、 Ｑ 〇 Ｎ 電

波 は 、 二 二 マ イ ク ロ 秒 以 下 と す る 。 

ハ 信 用 終 段 増 幅 器 に 半 導 体 素 子 を 使 用 し 、 九 、 八 〇 〇 ㎒ を 超 え 九 、 九 〇 〇 ㎒ 以 下 の 周 波 数

の 電 波 を 使 用 す る も の の 場 合 、 Ｐ 〇 Ｎ 電 波 は 、 〇 ・ 〇 七 マ イ ク ロ 秒 以 上 と し 、 Ｑ 〇 Ｎ 電 波

は 、 三 〇 マ イ ク ロ 秒 以 下 と す る 。 

 五 パ ル ス 繰 り 返 し 周 波 数 は 、 三 ㎑ 以 下 で あ る こ と 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第一号（第５条関係） 

周波数の許容偏差の表 

  周波数の許容

偏差（Hz又は

kHz を付した

ものを除き、

百万分率） 

  

周 波 数 帯 無     線     局  

  

  

［略］   

８ 2,450MHz を

超え10,500MHz

以下 

［１・２ 略］ 

３ 無線測位局 

⑴ ＭＬＳ角度系 

⑵ 気象観測を行う無線標定陸上局（第四十九条

の四の二の二に規定するものに限る。） 

⑶ 沿岸監視等を行う無線標定業務の無線局のう

ち送信用終段増幅器に半導体素子を使用するも

の（第四十九条の四の二の三に規定するものに

限る。） 

⑷ その他の無線測位局（注29） 

［４～６ 略］ 

［略］ 

 

10kHz  

020  

 

300  

 

 

 

1,250  

［略］ 

［略］   

［注 略］ 

 

別表第一号（第５条関係） 

周波数の許容偏差の表 

  周波数の許容

偏差（Hz又は

kHz を付した

ものを除き、

百万分率） 

  

周 波 数 帯 無     線     局      

  

  

［同左］   

８ 2,450MHz を

超え10,500MHz

以下 

［１・２ 同左］ 

３ 無線測位局 

⑴ ＭＬＳ角度系 

⑵ 気象観測を行う無線標定陸上局（第四十九条

の四の二の二に規定するものに限る。） 

⑶ その他の無線測位局（注29） 

 

 

 

 

［４～６ 同左］ 

［同左］ 

 

10kHz  

020  

 

1,250  

 

 

 

 

［同左］ 

［同左］   

［注 同左］ 

 



四 

   附  則  

 こ の 省 令 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

別表第二号（第６条関係） 

［第１～第80 略］ 

第81 第49条の４の２の３に規定する無線設備の占有周波数帯幅の許容値は、第１から第４ま

での規定にかかわらず、次のとおりとする。 

１ 送信用終段増幅器にマグネトロンを使用するもの 40MHz  

２ 送信用終段増幅器に半導体素子を使用するもの 

⑴ 9,700MHzを超え9,800MHz以下の周波数の電波を使用し、電波の型式がＰ０Ｎのもの 

25MHz  

⑵ 9,700MHzを超え9,800MHz以下の周波数の電波を使用し、電波の型式がＱ０Ｎのもの 

24MHz  

⑶ 9,800MHzを超え9,900MHz以下の周波数の電波を使用し、電波の型式がＰ０Ｎのもの 

58MHz  

⑷ 9,800MHzを超え9,900MHz以下の周波数の電波を使用し、電波の型式がＱ０Ｎのもの 

24MHz  

別表第二号（第６条関係） 

［第１～第80 同左］ 

［新設］ 

 

別表第三号（第７条関係） 

［１～62 略］ 

63 船上通信設備 ( デジタル船上通信設備に限る。 ) の送信設備の不要発射の強度の許容値は

、2(1)に規定する値にかかわらず、中心周波数からの離調が 9.375kHz( ただし、チャネル間

隔が 12.5kHz の場合は18.75kHzとする。 ) を超える周波数帯において、0.25μ W 以下の値と

する。 

［64～70 略］ 

別表第三号（第７条関係） 

［１～62 同左］ 

63 船上通信設備 ( デジタル船上通信設備に限る。 ) の送信設備の不要発射の強度の許容値は

、2(1)に規定する値にかかわらず、中心周波数からの離調が9.375kHzを超える周波数帯にお

いて、0.25μ W 以下の値とする。 

 

［64～70 同左］ 

備 考 表 中 の ［ ］ の 記 載 及 び 対 象 規 定 の 二 重 傍 線 を 付 し た 標 記 部 分 を 除 く 全 体 に 付 し た 傍 線 （ 下 線 を 含 む 。 ） は 注 記 で あ る 。 


